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　２月２７日（木）から新見中央商店街などで「に

いみ雛まつり」が開催され、太池邸には手作り

の 石  雛 が展示されました。
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３
回
目
の
大
会

市
民
の
力
で
成
功
さ
せ
よ
う
！

　

本
市
で
�
回
目
の
開
催
と
な
る

『
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
』
が
、

�
月　

日
�
の
開
会
式
を
皮
切
り

��

に
、
�
月　

日
�
か
ら　

日
�
ま

��

��

で
の
�
日
間
の
日
程
で
、
新
見
市

憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
大
会
に
は
各
県
で
選
抜

さ
れ
た　

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
熱

��

戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

全
国
か
ら
来
新
す
る
中
学
生
球

児
に
、
温
か
い
応
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
、「
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
大
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
会
場
内
に
設
置
す
る
募
金
箱

に
集
ま
っ
た
募
金
と
会
場
で
販
売

さ
れ
る
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
�

部
�
�
�
円
）
の
売
上
金
の
一
部

が
、
義
援
金
と
し
て
被
災
地
域
の

復
興
支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
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大
会
ポ
ス
タ
ー
と
チ
ラ
シ
の

　

制
作
に
市
内
中
学
生
が
参
画

　

今
回
は
じ
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、

市
内
の
中
学
生
か
ら
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び

チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
原
画
を
募
集
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
学
生
が
大
会
を
よ
り
身

近
に
感
じ
、
大
会
へ
の
参
画
意
識
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
実
行

委
員
会
が
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

市
内
全
中
学
校
か
ら
、
�
�
�
点
の

作
品
が
集
ま
り
、
平
成　

年　

月　

日

��

��

��

の
実
行
委
員
会
で
、　

点
の
入
賞
作
品

��

が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
の
な
か
で
、
最
優
秀
賞
に

輝
い
た 
竹  
元  
一  
平 
さ
ん
（
哲
多
中
・
�

た
け 
も
と 
い
っ 
ぺ
い

年
）
の
作
品
は
ポ
ス
タ
ー
原
画
に
、
ま
た
、

優
秀
賞
の 
鈴  
木  
彩 
さ
ん
（
新
見
南
中
・

す
ず 

き 

あ
や

�
年
）
の
作
品
は
チ
ラ
シ
原
画
に
、
そ

れ
ぞ
れ
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
�
�
�
枚
、
チ
ラ
シ
は

� ,
�
�
�
枚
印
刷
さ
れ
、
大
会
Ｐ
Ｒ
の

一
躍
を
担
い
ま
す
。

最
優
秀
賞

 
竹  
元  
一  
平 
さ
ん

た
け 
も
と 
い
っ 
ぺ
い

　

テ

ー

マ

は

「
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
」
で
す
。
力

強
く
ス
イ
ン
グ

す
る
様
子
を
陰

を
付
け
て
表
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
背

景
を
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
す
る
こ
と

で
人
物
を
よ
り
目
立
た
せ
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
の
原
画
に
採
用
さ
れ
、
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。
き
れ
い
に
仕
上
げ

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
う
れ
し
い

で
す
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
が
ま
ち
に
貼
ら

れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
う
れ
し
く
も

あ
り
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま

す
。

優
秀
賞

 
鈴  
木  
彩 
さ
ん

す
ず 

き 

あ
や

　

青
空
の
下
で

元
気
に
プ
レ
ー

す
る
選
手
の
様

子
を
表
現
し
ま

し
た
。
ま
た
、

大
き
な
流
れ
星
は
、「
数
あ
る
星
の
中

で
一
番
に
輝
く
、
一
番
星
を
つ
か
み
取

る
」
と
い
う
意
味
で
描
き
ま
し
た
。

　

絵
を
完
成
さ
せ
た
と
き
は
「
で
き

た
」
と
い
う
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、

で
き
あ
が
っ
た
チ
ラ
シ
を
見
る
と

色
々
直
し
た
い
と
こ
ろ
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
こ
の
チ
ラ
シ
が
多
方
面
に
配

布
さ
れ
る
と
思
う
と
、
と
て
も
恥
ず
か

し
い
で
す
。

　

入
選
さ
れ
た　

人
は
次
の
と
お
り

��

で
す
。

　
 
船  
越  
将  
人 
さ
ん

ふ
な 
こ
し 
ま
さ 

と

（
新
見
第
一
中
・
�
年
）

　
 
�  
下  
海  
斗 
さ
ん

こ
う 

げ 

か
い 

と

（
新
見
第
一
中
・
�
年
）

　
 
下  
橋  
愛  
莉 
さ
ん
（
新
見
南
中
・
�
年
）

し
も 
は
し 
あ
い 

り

　
 
岩  
本  
亜  
莉  
朱 
さ
ん

い
わ 
も
と 

あ 

り 

す

（
新
見
南
中
・
�
年
）

　
 
筒  
井 
な
ず
な
さ
ん

つ
つ 

い

（
新
見
南
中
・
�
年
）

　
 
太  
村  
美  
咲 
さ
ん  
（
大
佐
中
・
3
年
）

お
お 
む
ら 

み 

さ
き

　
 
小  
川  
珠  
奈 
さ
ん  
（
神
郷
中
・
�
年
）

お 

が
わ 
じ
ゅ 

な

 
渡  
邉  
由  
梨 
さ
ん  

わ
た 
な
べ 

ゆ 

り

（
神
郷
中
・
�
年
）

 
藤  
井  
一  
矢 
さ
ん  

ふ
じ 

い 

か
ず 

や

（
哲
多
中
・
�
年
）

 
赤  
迫  
円  
花 
さ
ん  

あ
か 
さ
こ 
ま
ど 

か

（
哲
多
中
・
�
年
）

 
杉  
早  
耶  
香 
さ
ん  

す
ぎ 

さ 

や 

か

（
哲
多
中
・
�
年
）

　
 
羽  
場  
匠 
さ
ん　
   
（
哲
多
中
・
�
年
）

は 

ば 

た
く
み

　
 
宗  
政  
萌 
さ
ん　
   
（
哲
多
中
・
�
年
）

む
ね 
ま
さ 
も
え

　
 
野  
村  
菜  
 々 
子 
さ
ん
（
哲
西
中
・
�
年
）

の 

む
ら 

な 

な 

こ

　

私
た
ち
も
大
会
を
盛
り
上

　

げ
ま
す

　

市
内
中
学
校
の
生
徒
が
、
開
会
式
典

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
初
め
て
担
当
し
ま
す
。

ま
た
、
各
チ
ー
ム
が
入
場
行
進
す
る
際

の
プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど
を
持
ち
、
大
会
運

営
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

は
じ
め
、
地
域
応
援
な
ど
の
お

も
て
な
し
を
充
実
さ
せ
た
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
大
会
運
営
に
よ
り
、

魅
力
あ
る
大
会
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

今
年
も
市
民
を
挙
げ
て
の
大

会
実
施
に
向
け
、
地
域
応
援
団

へ
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

監督　 高  木 　 亮  彦 
たか き あき ひこ1　 藤  井 　 孝 則   　

ふじ い たか のり

（新見南中�年）

2　 坂  東 　 大 樹   　
ばん どう だい き

（新見南中�年）

�　 久  保  田 　 湧 大   　
く ぼ た ゆう だい

（新見第一中�年）

�　 小  川 　諒   　
お がわ りょう

（新見第一中�年）

�　 藤  野 　歩   　
ふじ の あゆむ

（新見南中�年）

�　 谷  本 　 圭  祐 　
たに もと けい すけ

（新見第一中�年）

��　 池  田 　 朋 生   　
いけ だ とも き

（新見南中�年）

��　 伊  藤 　 佑 悟   　
い とう ゆう ご

（新見南中�年）

��　 真  壁 　 総  一 郎   　
ま かべ そう いち ろう

（新見第一中�年）

��　 妹尾 
せ の お

　 大 輝   　
だい き

（新見第一中�年）

��　 清  水 　凜
し みず

   
りん

 太 朗   　
た ろう

（新見第一中�年）

〈
監
督
の
コ
メ
ン
ト
〉

　

選
手
た
ち
に
は
、
練
習
し
て
き
た
こ
と
に
自
信
を
持
っ
て
普
段
ど
お
り

　

に
プ
レ
ー
し
て
ほ
し
い
で
す
。
地
元
開
催
な
の
で
、
応
援
を
力
に
変
え

　

て
、
２
年
ぶ
り
の
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
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Ａ球場：新見ピオーネ球場
Ｂ球場：多目的広場
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大
会
の
情
報
・
試
合
結
果
は

　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

　

で
き
ま
す

　

大
会
期
間
中
、
会
場
で
行
わ

れ
る
試
合
の
結
果
な
ど
は
、
大

会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.c
ity
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a
y
a
m
a
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/u
sr/2
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1
3
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o
ftb
a
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d
e
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■
問
い
合
わ
せ
先

　

第　

回
都
道
府
県
対
抗
全
日

��

　

本
中
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

　

ル
大
会
事
務
局
（
生
涯
学
習

　

課
内
）

　

�
�
�
�
�
�

���

���

第�試合　�：��～
第�試合　��：��～
第�試合　��：��～
第�試合　��：��～

�� �� �� ��

�� �� �� �� �� �� ��

���

《
熊
谷
・
菅
生
公
民
館
》

徳

島

県

選

抜
（

徳

島

県

）

《
唐
松
公
民
館
》

大

分

県

選

抜
（

大

分

県

）

 

《
井
倉
公
民
館
》

愛

媛

選

抜
（

愛

媛

県

）

《
神
郷
公
民
館
》

広
島
県
男
子
選
抜
（
広
島
県
）

《
西
方
公
民
館
》

群

馬

選

抜
（

群

馬

県

）

 

《
上
市
公
民
館
》

沖

縄

県

選

抜
（

沖

縄

県

）

《
高
尾
公
民
館
》

岡

山

県

選

抜
（

岡

山

県

）

《
草
間
・
豊
永
公
民
館
》

長

崎

県

選

抜
（

長

崎

県

）

《
哲
多
地
域
公
民
館
》

静

岡

県

選

抜
（

静

岡

県

）

 

《
千
屋
・
福
本
公
民
館
》

滋

賀

選

抜
（

滋

賀

県

）

 

《
哲
西
公
民
館
》

高
知
県
男
子
選
抜
（
高
知
県
）

《
正
田
公
民
館
》

宮
崎
選
抜
ク
ラ
ブ
（
宮
崎
県
）

《
新
見
公
民
館
》

秩
父
ユ
ー
ス
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
埼
玉
県
）

《
大
佐
公
民
館
》

香
川
県
男
子
選
抜
（
香
川
県
）

《
石
蟹
公
民
館
》

茨

城

県

選

抜
（

茨

城

県

）
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タ
ー
ビ
ク
ス
は
産
後
の
早
期
体
力
回
復

や
骨
盤
底
筋
群
な
ど
の
機
能
の
回
復
を

促
す
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
子
ど
も
を
地
域
で
温

か
く
見
守
り
な
が
ら
育
て
よ
う
と
い
う

思
い
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
を
行
い
、

絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

《
主
な
活
動
内
容
》

�
�
�
�
�
�
�

　

ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス
や
ア
フ
タ
ー
ビ
ク

　

ス
の
開
催
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、
親

　

子
ク
ラ
ブ
や
子
育
て
サ
ロ
ン
の
支

　

援
な
ど

　

ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス
は
親
子
の
信
頼
関
係

を
育
て
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
ア
フ

自
主
的
な
地
に
つ
い
た
活
動
を
し
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
子
育
て
支
援
な

ど
の
母
子
保
健
活
動
を
は
じ
め
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る
声
か
け

訪
問
や
検
診
の
受
診
勧
奨
な
ど
の
成
人

保
健
活
動
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
普
及

啓
発
な
ど
の
健
康
づ
く
り
事
業
活
動
な

ど
、
幅
広
く
時
代
に
応
じ
た
健
康
づ
く

り
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

《
組
織
の
状
況
と
参
加
事
業
》

・
委
員
数　

�
�
�
人

・
支
部
数　
　

支
部

��

・
支
部
会　

年
�
〜
�
回

・
役
員
会　

年
�
回
程
度

・
総
会
や
研
修
会
、
支
部
活
動
な
ど

　　

昭
和　

年
、
恩
賜
財
団
愛
育
会
が
乳

��

児
死
亡
率
を
低
下
さ
せ
る
め
全
国
に
愛

育
村
を
指
定
し
ま
し
た
。
岡
山
県
で
は

邑
久
村
（
現
在
の
瀬
戸
内
市
）
が
最
初

に
指
定
さ
れ
、
そ
の
後
県
下
に
愛
育
班

活
動
が
広
が
り
ま
し
た
。
昭
和　

年
に

��

は
、
阿
新
愛
育
委
員
連
合
会
が
結
成
さ

れ
、
現
在
の
新
見
市
愛
育
委
員
会
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　

愛
育
委
員
会
は
、「
母
子
保
健
を
中
心

と
し
た
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
」
た

め
、
自
主
的
に
つ
く
ら
れ
た
地
域
組
織

で
す
。

　

そ
し
て
、
愛
育
委
員
は
、
地
区
の
中

核
と
し
て
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く

り
の
推
進
に
努
め
、
夢
と
希
望
に
あ
ふ

れ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
任
務
と
し

ま
す
。「
身
近
な
健
康
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
自
分
た
ち
で
計
画
実
践
す
る
こ

と
」
と
、「
市
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
行

政
に
協
力
す
る
こ
と
」
を
土
台
と
し
て
、

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

ベビービクス・アフタービクスの様子

赤ちゃん訪問の様子
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協
力
事
業
な
ど
の
推
進
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

献
血
へ
の
呼
び
か
け
と
当
日
の
受

　

付
協
力
な
ど
を
実
施

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

作
業
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

や
新
見
こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ェ
ス
タ

　

へ
の
協
力

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
研
鑽
を
積
み
な
が

ら
、
地
域
の
団
体
と
連
携
を
図
り
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

�
月　

日
で
愛
育
委
員
の
任
期

��

が
終
了
し
ま
す
。
現
在
の
愛
育
委

員
が
交
代
の
お
願
い
に
行
か
れ
ま

し
た
ら
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
親
子
保
健
係

  
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

禁
煙
を
呼
び
か
け
る
街
頭
禁
煙
キ

　

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
活
動
や
街
頭

　

募
金
活
動
の
実
施

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
を
利
用
し
て
、
募
金
の
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

複
十
字
シ
ー
ル
運
動
は
、
結
核
・
肺

が
ん
な
ど
胸
部
疾
患
を
な
く
す
た
め
、

�
�
�
年
近
く
続
い
て
い
る
世
界
共
通

の
募
金
活
動
で
す
。
得
ら
れ
た
収
益
金

は
、
研
究
、
検
診
、
普
及
活
動
、
国
際

　

�
歳
児
健
診
で
む
し
歯
の
あ
る
子
ど

も
は
、
約
�
人
に
�
人
と
県
下
で
も
多

い
状
況
で
す
。
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、

早
寝
早
起
き
、
し
っ
か
り
朝
ご
は
ん
、

寝
る
前
の
寝
か
せ
仕
上
げ
磨
き
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

検
診
の
受
診
勧
奨
や
検
診
当
日
の

　

手
伝
い
な
ど
、
気
持
ち
よ
く
検
診

　

を
受
診
で
き
る
よ
う
に
協
力

　

が
ん
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
、
検
診
の
受
診
勧
奨
を
行

っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
、

　

父
性
や
母
性
の
育
成
を
図
る
た
め
、

　

中
学
生
と
高
校
生
を
対
象
に
、
乳

　

幼
児
と
の
「
ふ
れ
あ
い
」
体
験
学

　

習
を
開
催

　

参
加
し
た
中
学
生
は
、
親
子
の
結
び

つ
き
の
深
さ
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
自

ら
の
育
ち
に
つ
い
て
も
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
親
へ
の
感
謝
に
繋
が

り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

親
子
ク
ラ
ブ
な
ど
を
対
象
に
、
む

　

し
歯
予
防
の
紙
芝
居
や
ブ
ラ
ッ
シ

　

ン
グ
の
講
習
会
な
ど
を
開
催

乳幼児ふれあい体験の様子

検診勧奨訪問の様子

複十字シール募金活動の様子
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�
�
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�
�
�
�
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�
�


�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

こ
の
ほ
ど
、
好
友
会
（
林
肇
代
表
）
か
ら
、
ス
ピ
ー
カ

ー
お
よ
び
ス
ピ
ー
カ
ー
ス
タ
ン
ド
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、

障
害
者
福
祉
施
設
の
「
ほ
ほ
え
み
広
場
に
い
み
」
で
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

 ３ �１０��������������������
　�月��日�から、支

局機能をきらめき広

場・哲西内で移動し、業

務を開始します。

　現在の場所は、哲西

認定こども園として整

備する予定です。　　

住所 新見市哲西町矢田

　　 ����番地

　　 �������
 　　 �����

※住所、電話番号など

　に変更はありません。

　

本
市
で
は
多
様
化
す
る
幼
児
教
育
や
保
育
の
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
様
々
な
子
育
て
支
援
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い

と
こ
ろ
を
活
か
し
な
が
ら
、
そ
の
両
方
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
設
置
を
先
進

的
に
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

現
在
、「
新
見
中
央
認
定
こ
ど
も
園
」（
市
内
で
は
�

園
目
）
の
�
月
の
開
園
に
向
け
、
新
見
幼
稚
園
の
改
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
新
見
幼
稚
園
を
幼
稚
園
機

能
と
保
育
所
機
能
を
併
せ
持
つ
認
定
こ
ど
も
園
と
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
�
歳
児
か
ら
の
就
学
前
教
育
と
保

育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
就
労
形
態
等

に
よ
り
預
か
り
時
間
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
冠
婚
葬
祭
、
仕
事
、
保
護
者
の
病
気
等
で
お

子
さ
ん
の
保
育
が
で
き
な
く
な
っ
た
時
な
ど
に
、
一
時

的
に
お
預
か
り
す
る
「
一
時
保
育
事
業
」
を
開
始
す
る

と
と
も
に
、
育
児
相
談
や
園
庭
解
放
な
ど
も
継
続
し
、

未
就
園
児
の
保
護
者
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。
中
心
市
街
地
で
は
初
め
て
と
な
る
認
定
こ
ど
も
園

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
、
新
見
保
育
所
と
の
役
割
分
担
も
図
れ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。　

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
多
く
の
友
達
と
一
緒
に

集
団
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
幼
児
期
に
育
む
べ
き

生
き
る
力
の
基
礎
や
生
活
習
慣
な
ど
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

　

こ
の
ほ
か
本
市
で
は
、
昨
年　

月
か
ら
、
保
護
者
の

��

み
な
さ
ん
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
子
育
て
と
就
労
の
両

立
を
支
援
す
る
た
め
、
病
児
・
病
後
児
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
病
気
の
治
療
中
や
そ
の
回
復
期

の
た
め
保
育
所
や
学
校
で
の
集
団
生
活
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
病
児
・
病

後
児
保
育
室
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
、
新
見
市
の

将
来
を
担
う
大
切
な

子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
積

極
的
に
子
育
て
支
援

に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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め
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
組
織
が
市
内
全
域
に
設
立
さ
れ

る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。
希
望
に
応

じ
、
地
域
に
出
向
い
て
組
織
の
つ
く
り

方
や
取
り
組
む
活
動
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
組
織
の
取
り
組
み
（
防
災
訓

練
や
防
災
資
機
材
の
整
備
）
へ
の
補
助

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
実
状
に
合
わ
せ

て
組
織
を
設
立
し
、
補
助
制
度
を
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
災

害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
��

�
�

��

�
��
��
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

市
が
発
注
す
る
対
象
営
業
品
目
に
係
る

物
品
購
入
お
よ
び
役
務
提
供
の
競
争
入
札

に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
（
個
人
商
店
を

含
む
）
は
、
必
ず
指
名
願
い
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
営
業
品
目

　

事
務
用
品
／
印
刷
・
図
書
／
電
気
機
械

　

器
具
／
医
療
・
介
護
用
品
／
自
動
車（
車

　

両
販
売
・
車
検
・
修
理
・
板
金
）
／
灯

　

油
／
清
掃
業
務

※
対
象
営
業
品
目
の
う
ち
、
入
札
に
付
さ

　

な
い
軽
微
な
も
の
も
申
請
書
の
提
出
が

　

必
要
で
す
。
な
お
、
昨
年
�
月
に
指
名

　

願
い
を
提
出
し
た
業
者
は
、
今
回
の
提

　

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月　

日
�

��

　

�
時
〜　

時
（　

時
〜　

時
を
除
く
）

��

��

��

※
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■
有
効
期
間

　

平
成　

年
�
月
�
日
〜
平
成　

年
�
月

��

��

　
　

日
（
�
年
間
）

��
※
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

■
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
管
財
係　

�
�
�
�
�
�

補　助　金　額補助対象事業

訓練などの実施に要する経費の全額
※ただし、組織加入世帯数に２００円
　を乗じて得た額を上限とする。

防災訓練の実施

購入費用総額に５分の４を乗じて得
た額
※ただし、組織加入世帯数に１,０００円
　を乗じて得た額を上限とする。

防災資機材の整備

資　機　材　名区　　分

街頭用消火器、消火器格納庫（取り付
け費含む）、バケツ、消火器薬剤、小
型動力ポンプ、ホース、放水補助器具、
発電機　など

初期消火用

ヘルメット、バール、丸太、掛矢、斧、
鍬、もっこ、なた、ペンチ、鉄線はさ
み、ハンマー、一輪車、ロープ、ゴム
ボート、ツルハシ、リヤカー、ジャッ
キ、スコップ、エンジンカッター、テ
ント、チェーンブロック、チェーンソ
ー、ウインチ、救急箱、はしご、脚立、
担架、防煙マスク、毛布、のこぎり　
など

救出救助用

ラジオ、無線機器（簡易で携帯用のも
の）、電池メガホン、標識板、標旗、
強力ライト、発電機　など

避難誘導用

給水タンク、緊急用ろ水装置、飲料用
水槽、炊飯装置　など給食給水用

防
災
士
の
資
格
取
得
を
支
援
し
ま
す

　

地
域
や
職
場
に
お
い
て
防
災
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
防
災
意
識
の
啓
発

や
、
防
災
、
減
災
、
救
助
の
知
識
・
技

能
の
向
上
な
ど
に
自
発
的
に
取
り
組
む

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、「
防
災
士
」
の

資
格
取
得
に
必
要
な
経
費
を
補
助
し
ま

す
。

　

補
助
を
受
け
る
場
合
は
、
講
座
受
講

前
に
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
資
格
取
得
後

に
地
域
で
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

活
躍
が
見
込
ま
れ
る
人

■
対
象
経
費

　

資
格
取
得
に
必
要
な
講
座
受
講
料
、

受
験
料
お
よ
び
登
録
料
の
実
費

※
受
講
、
受
験
の
た
め
の
交
通
費
な
ど

は
自
己
負
担

●
補
助
率

　
　

／　

（
上
限
�
� ,
�
�
�
円
）

��

��

※
防
災
士
と
は

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
機
構
が
認

定
す
る
民
間
資
格
で
、
社
会
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
で
減
災
と
防
災
力
向
上
の

た
め
の
活
動
を
行
え
る
十
分
な
意
識
、

知
識
、
技
能
を
有
す
る
と
認
定
さ
れ

た
人

自
主
防
災
組
織
を
支
援
し
ま
す

　

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
「
共
助
」
が
、
防
災
・

減
災
の
要
で
す
。
こ
の
「
共
助
」
の
主

体
と
な
る
自
主
防
災
組
織
の
設
立
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
市
と
連
携
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
被
害
情
報
の
収

集
・
伝
達
や
避
難
所
の
開
設
な
ど
を
迅

速
か
つ
的
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
た

■自主防災組織への支援

■補助対象の防災資機材の一例
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①
報
告
事
項

　

�
月
定
例
会
の
提
出
予
定
議
案
、
新
見
市
消
防
本
部
の
平

成　

年
中
の
火
災
・
救
急
な
ど
の
出
場
状
況
、
第　

回
新
見

��

��

市
長
杯
ス
キ
ー
大
会
・
第　

回
新
見
市
長
杯
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

��

大
会
結
果
、
に
い
み
雛
ま
つ
り
の
開
催
、
津
山
綜
合
木
材
市

場
（
津
山
市
）
と
の
企
業
立
地
協
定
の
締
結
な
ど
に
つ
い
て
、

執
行
部
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

正
田
ト
ン
ネ
ル
の
両
出
入
口
付
近
の
安
全
対
策
、
公
共
下

水
道
区
域
内
の
整
備
率
な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
の
考
え
や

対
応
を
調
査
し
ま
し
た
。

①
報
告
事
項

　

�
月
定
例
会
の
提
出
予
定
議
案
、
新
見
市
立
幼
稚
園
の
あ

り
方
検
討
会
、
新
見
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
お
よ
び

第
�
回
新
見
市
地
域
公
共
交
通
会
議
の
開
催
結
果
、
第　

回
��

都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の

概
要
、
新
見
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
宮
沢
賢
治
新
春
特
別
展

な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

市
内
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
な
ど
に
お
け
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
状
況
と
対
応
、
小
中
学
校
体
育
館
な
ど
に
お

け
る
安
全
対
策
、
哲
多 
無
明
谷 
湿
性
植
物
群
の
保
護
対
策
、

む
み
ょ
う
だ
に

市
街
地
に
お
け
る
ご
み
収
集
の
マ
ナ
ー
、
小
学
校
統
廃
合
の

動
き
、
廃
校
舎
の
利
活
用
の
状
況
、
看
護
学
生
奨
学
支
援
給

付
金
へ
の
今
後
の
取
り
組
み
、
建
設
中
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
状
況
、
新
見
市
に
お
け
る
里
親
の
実
態
な
ど
に
つ
い

て
、
執
行
部
の
考
え
や
対
応
を
調
査
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局　

�
�
�
�
�
�

■
助
成
対
象
者

　

乳
幼
児
の
保
護
者
で
、
申
請
日
に
お

　

い
て
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
保
護
者
が
�
年
以
上
市
内
に
住
所

　

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

②
乳
幼
児
が
満
�
歳
未
満
で
市
内
に

　

住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
助
成
金
支

　

給
申
請
書

②
販
売
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
な
ど
、

　

購
入
日
や
品
名
、
金
額
、
販
売
店
が

　

確
認
で
き
る
も
の

③
品
質
保
証
書
の
写
し

④
製
造
元
が
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

⑤
納
税
等
調
査
同
意
書

⑥
申
請
者
の
振
込
口
座
が
確
認
で
き

　

る
も
の
（
預
金
通
帳
な
ど
）

⑦
印
鑑

※
①
と
⑤
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
課
、

　

各
支
局
お
よ
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

③
と
④
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
�

��

　

月
�
日
以
降
に
購
入
し
た
場
合
に

　

必
要
で
す
。

■
申
請
方
法

　

支
給
申
請
書
な
ど
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
、
こ
ど
も
課
、
各
支
局
ま
た

　

は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉
係

　

�
�
�
�
�
�

購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

●
引
き
続
き
新
見
市
国
民
健
康
保
険
に

　

加
入
で
き
ま
す

　

通
常
は
、
転
出
す
る
と
、
新
見
市
国

保
を
脱
退
し
、
転
出
先
市
区
町
村
の
国

保
に
加
入
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
転
出
し
た
場
合
で
も
、
学

生
（
親
か
ら
の
仕
送
り
な
ど
で
生
計
を

維
持
し
て
い
る
場
合
）
で
あ
れ
ば
、
申

請
に
よ
り
特
例
で
新
見
市
国
保
に
引
き

続
き
加
入
し
、
被
保
険
者
証
（
マ
ル
学
）

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
転
出
の
手

続
き
の
際
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
平
成　

年
度
の
在
学
証
明
書
（
原
本
）

��

　

ま
た
は
学
生
証
の
写
し

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
���
�
�
�
�
�
�

●
資
格
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

　

�
月
中
に
、
マ
ル
学
の
更
新
な
ど
に

関
す
る
案
内
文
を
送
付
し
ま
す
。
案
内

文
の
内
容
を
確
認
し
、
更
新
ま
た
は
脱

退
の
手
続
き
を
市
民
課
国
保
年
金
係
、

各
支
局
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

��

�
�
��

�
�
�
�

��

��

●
４
月
２
日
以
降
に　

歳
に
な
る
人
は
、

７０

　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
２
割
に

　

な
り
ま
す

　

誕
生
月
の
月
末
（
�
日
が
誕
生
日
の

人
は
、
そ
の
前
月
末
）
ま
で
に
、
医
療

費
の
自
己
負
担
割
合
が
「
２
割
」
と
記

載
さ
れ
た
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま

す
。

●
４
月
１
日
現
在
で　

歳
か
ら　

歳

７０

７４

　

（
昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和　

１４

１９

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
） の
人
は
、　

歳
７５

　

に
到
達
す
る
ま
で
医
療
費
の
自
己
負

　

担
割
合
が
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す

　

�
月
下
旬
に
、
医
療
費
の
自
己
負
担

割
合
が
「
２
割
（　

歳
到
達
ま
で
特
例

７５

措
置
に
よ
り
１
割
）」
と
記
載
さ
れ
た

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
古
い
高
齢
受
給
者
証
は
、
�

月
以
降
に
自
分
で
確
実
に
廃
棄
す
る
か
、

市
民
課
国
保
年
金
係
、
各
支
局
ま
た
は

各
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。

※
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
�
割
の

　

人
（
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
）

　

は
、
現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証

　

を
引
き
続
き
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

 
�
総
務
産
建
常
任
委
員
会 
（
２
月
７
日
開
催
）

 
�
文
教
福
祉
常
任
委
員
会 
（
２
月　

日
開
催
）

１０

議会�
レポート�
平成��年�月
常任委員会

２
月
に
開
催
し
た
常
任
委
員
会

の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
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�
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忙
し
さ
に
追
わ
れ
、
つ
い
忘
れ

が
ち
に
な
る
の
が
転
入
や
転
出
に

伴
う
届
け
出
で
す
。
手
続
き
を
怠

る
と
「
選
挙
に
参
加
で
き
な
い
」

「
国
民
年
金
を
受
け
取
れ
な
く
な

る
」
な
ど
の
不
利
益
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
届
出
期
間
は
、
法
律
で

異
動
（
転
入
、
転
出
な
ど
）
の
日

か
ら　

日
以
内
と
定
め
ら
れ
て
い

��

ま
す
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
た
場
合

は
、
簡
易
裁
判
所
へ
通
知
が
行
わ

れ
、
過
料
の
対
象
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
届
け
出
を

し
ま
し
ょ
う
。

■
届
出
窓
口

  
市
民
課
市
民
係
、
各
支
局
お
よ
び

各
市
民
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

引
っ
越
し
の
際
、
特
に
忘
れ
が

ち
な
の
が
水
道
の
休
止
届
で
す
。

届
け
出
を
し
て
い
な
い
と
、
転
出

後
も
水
道
料
金
を
請
求
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
（
異
動
の
�
週
間
前
ま

で
）
上
水
道
課
管
理
係
（
�
�
�

�
�
�
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

引
っ
越
し
に
よ
り
転
校
手
続
き
が
必
要
と
な

っ
た
場
合
は
、
通
学
中
の
学
校
か
ら
必
要
な
書

類
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
転
校
先
の
学
校
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校

教
育
課
（
�
�
�
�
�
�
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

郵
便
局
へ
住
所
変
更
届
を
す
る
と
、
�
年
間

は
転
居
先
へ
郵
便
物
を
転
送
し
て
も
ら
え
ま
す
。

��
�
�
�
�
�
�
�
	�

��
�
�
�
�
�
�

　

仕
事
な
ど
で
、
平
日
に
届
け
出
が
で
き
な
い

場
合
は
、
休
日
受
付
窓
口
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

■
日
時

　

�
月　

日
�
お
よ
び
�
月
�
日
�

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

■
場
所

　

市
民
課
（
市
役
所
本
庁
�
階
）

■
取
扱
業
務

・
転
入
転
出
な
ど
住
民
票
の
異
動
、
国
民
健
康

　

保
険
証
の
交
付
お
よ
び
回
収

・
子
育
て
支
援
医
療
資
格
者
証
の
申
請
受
付

　
 （
資
格
者
証
は
後
日
送
付
）
お
よ
び
回
収

・
児
童
手
当
認
定
請
求
の
受
付
な
ど

※
臨
時
休
日
受
付
窓
口
は
、
一
部
の
業
務
に
限

　

定
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
関
連
す
る

　

他
の
業
務
が
発
生
し
た
場
合
は
、
後
日
対
応

　

に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
市
民
係　

�
�
�
�
�
�

その他の手続き
（該当者のみ必要なもの）

必要なもの期間

�介護保険受給資格証明書
�旧住所地で発行された後期高齢者医
療負担区分等証明書
�在留カードまたは特別永住者証

�旧住所地で発行された転出
証明書
�印鑑
�届出人の身分証明書
　（運転免許証・パスポートなど）
�住民基本台帳カード
　（持っている人）

新見市へ住みはじめて
から��日以内

転
入
届

�印鑑登録証
�国民健康保険被保険者証
�後期高齢者医療被保険者証
�子育て支援、心身障がい者などの医療
費受給資格証
�介護保険被保険者証

�転出先の正確な住所
�印鑑
�届出人の身分証明書
　（運転免許証・パスポートなど）

転出する日の��日前か
ら受付
※転出証明書を発行しま
　す。転入先の市町村へ
　持参してください。

転
出
届

�国民健康保険被保険者証
�後期高齢者医療被保険者証
�子育て支援、心身障がい者などの医療
費受給資格証
�介護保険被保険者証
�在留カードまたは特別永住者証

�印鑑
�届出人の身分証明書
  （運転免許証・パスポートなど）
�住民基本台帳カード
 （持っている人）

市内で引っ越した日か
ら��日以内

転
居
届

�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

軽
自
動
車
や
原
動
機
付
自
転
車

を
廃
車
し
た
り
、
他
人
に
譲
っ
た
と

き
は
、
�
月
�
日
ま
で
に
手
続
き
が

必
要
で
す
。
�
月
�
日
以
降
の
手
続

き
の
場
合
、
平
成　

年
度
の
軽
自
動

��

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
耕
作
業
用
自
動
車
（
コ

ン
バ
イ
ン
、
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
）
や
小
型
特
殊
自
動
車
（
乗
用
運

搬
車
な
ど
）
の
登
録
や
廃
車
の
手
続

き
も
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
先

①
原
動
機
付
自
転
車
（
�
�
�
�
以

　

下
）、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕

　

作
業
用
）

　

税
務
課
市
民
税
係

　

�
�
�
�
�
�

②
軽
二
輪
・
小
型
二
輪
車
（
�
�
�

　

�
を
超
え
る
）

　

中
国
運
輸
局
岡
山
運
輸
支
局

　

（
岡
山
市
中
区
藤
原　

－

�
）　

��

　

�
�
�
�－

�
�
�
�－

�
�
�
�

③
軽
自
動
車
（
三
輪
、
四
輪
）

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
岡
山
事
務
所

　

（
岡
山
市
北
区
久
米
�
�
�－

�
）

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　

�
�
�
�
�
�
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「
煙
が
部
屋
に
入
っ
て
き
て
困
っ
て
い

る
」、「
洗
濯
物
に
に
お
い
が
つ
い
て
…
」

と
い
っ
た
野
焼
き
に
対
す
る
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
で
る
ご
み
を
焼
却

（
野
焼
き
）
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
は
、
�
年

以
下
の
懲
役
、
も
し
く
は
� ,
�
�
�
万
円

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

稲
わ
ら
や
畦
草
の
焼
却
で
あ
っ
て
も
、
近

所
の
人
が
煙
や
に
お
い
を
不
快
に
感
じ
、

近
所
間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
原
因
に

も
な
り
ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�

 
■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�

�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

こ
の
時
季
は
、
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
て
火
災
が
発

生
し
や
す
く
、
ま
た
強
い
季
節
風
に
よ
り
大
火
災
に
な

り
や
す
い
状
態
に
な
り
ま
す
。
火
気
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	

��

　

昨
年
、
市
内
で
は　

件
の
火
災
が
発
生
し
、
前
年
と

��

比
較
す
る
と
�
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
�
月
は

�
件
も
の
火
災
が
発
生
し
、
そ
の
内
の
半
数
は
枯
草
な

ど
の
焼
却
や
た
き
火
が
出
火
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
き
火
を
山
火
事
と
勘
違
い
し
た
通
報
を
受
け
、
消
防

車
が
出
動
し
た
事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

　

次
の
こ
と
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

①
消
防
署
に
届
け
出
を

　

行
う

　
 （
電
話
連
絡
で
も
受
け

　
 
付
け
て
い
ま
す
。）

②
風
の
強
い
日
や
乾
燥
時
に
は
行
わ
な
い

③
消
火
器
や
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
し
、
そ

　

の
場
を
離
れ
な
い

④
水
を
か
け
る
な
ど
し
て
確
実
に
消
火
す
る

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

火
災
予
防
の
一
環
と
し
て
、
設
置
状
況
の
調
査
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課　

�
�
�
�
�
�

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

�
月
�
日
�
〜
�
日
�

消
す
ま
で
は

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

（
平
成　

年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

２５
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■申し込み・問い合わせ先　都市整備課都計・住宅係　������

��������	

■申込方法
入居希望者は、�月��日�必着で、都市整備課に備え付けの用紙で申し込んでください。
申し込みに際しては、所得制限などがありますので、くわしくはお問い合わせください。
申込者が募集戸数を超える場合の入居決定は、抽選とします。
締め切り後、なお空き室がある場合には、平成��年�月末まで随時募集します。

その他家　賃募集戸数面　積構造規模団　　地　　名

単身者不可��,���円～��,���円���.��木造�階建神郷神代第�団地（神郷下神代）

単身者不可��,���円～��,���円1��.���中耐�階建哲西中央団地（哲西町八鳥）

単身者不可��,���円～��,���円1��.���簡耐�階建石蟹団地（石蟹）

　

市
報
�
月
号
の
発
送
に
併
せ
て
、

「
ご
み
収
集
日
程
表
」
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
不
足
な
ど
の
場
合
は
、

生
活
環
境
課
、
各
支
局
お
よ
び
各

市
民
セ
ン
タ
ー
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
日
程
表
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

ご
み
を
出
す
と
き
は
、
日
程
表

を
確
認
の
う
え
、
収
集
日
の
朝
�

時
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

引
っ
越
し
や
大
掃
除
な
ど
で
一

度
に
多
量
に
出
た
ご
み
は
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。　

　

ご
み
が
多
量
に
出
た
と
き
は
、

一
般
廃
棄
物
収
集
許
可
業
者
に

依
頼
す
る
か
、
直
接
処
理
場
へ

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
の

場
合
、
指
定
袋
に
入
れ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
可
燃
ご
み：
ク
リ
ー
ン
セ
ン

　

タ
ー
（
ご
み
焼
却
施
設
）

　

�
�
�
�
�
�

・
受
入
日

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

�
時
〜　

時
��

・
処
理
手
数
料

　
　

�
に
つ
き
�
�
�
円

��
○
粗
大
ご
み
・
埋
立
ご
み：

処

　

理
セ
ン
タ
ー
（
最
終
処
分
場
）

　

�
�
�
�
�
�

・
受
入
日

　

月
曜
日
、
水
曜
日
、
金
曜
日

　

�
時
〜　

時
��

・
処
理
手
数
料

　
　

�
に
つ
き　

円

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

�
�
�
�
�
�

　

一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
こ
と
か
ら
「
人
権
」

に
つ
い
て
考
え
、
す
べ
て
の
人
々
が
か
け
が
え

の
な
い
存
在
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
き

ま
し
ょ
う
。

■
身
元
調
査
を
拒
否
し
よ
う

　

結
婚
や
就
職
時
に
お
け
る
「
聞
き
合
わ
せ
」

や
「
身
元
調
査
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
助
長

し
、
基
本
的
人
権
侵
害
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が

極
め
て
強
い
も
の
で
す
。
身
元
調
査
な
ど
を
行

わ
な
い
と
と
も
に
、
応
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

■
え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
よ
う

　

同
和
問
題
を
口
実
に
し
て
、
高
額
な
書
籍
な

ど
の
購
入
強
要
や
不
当
な
金
銭
な
ど
を
要
求
す

る
「
え
せ
同
和
行
為
」
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
同
和
問
題
の
解
決
を
阻
害
す
る
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
断
固
と
し
て
拒
否
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
責
任

と
勇
気
を
持
っ
て
、
積
極
的
に
「
え
せ
同
和
行

為
」
の
排
除
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
書
き
込
み
を
根

　

絶
し
よ
う

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
に
よ
り
、

私
た
ち
の
生
活
は
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
匿
名
性
を
悪
用
し
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
に
基
本
的
人
権
を
侵
害

す
る
書
き
込
み
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
書
き

込
み
に
よ
っ
て
、
傷
つ
い
た
り
悲
し
ん
だ
り
す

る
人
が
い
る
こ
と
を
十
分
に
わ
き
ま
え
、
利
用

者
一
人
ひ
と
り
が
モ
ラ
ル
を
守
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係　

�
�
�
�
�
�

人
権
の
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
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　犯罪は日常的に起こっており、犯罪により被害

を受けた人に対する支援は身近な問題です。被害

者やその家族が受けた心身の苦痛や生活上の不

利益などの軽減を図るためには、地域で理解し支

えていくことが重要です。

　みなさん、ぜひ参加してください。

■■日時日時

　��月月����日日��

　����時時����分～分～����時時����分分

■場所■場所

まなび広場にいみ小ホール　まなび広場にいみ小ホール

■■講師講師

殺人事件被害者遺族　殺人事件被害者遺族

「犯罪被害者に必要な支援」　「犯罪被害者に必要な支援」

■■問い合わせ先問い合わせ先

　公益社団法人被害者サポートセンターおかやま公益社団法人被害者サポートセンターおかやま

　��������－－������－－��������

福祉課社会福祉係　福祉課社会福祉係　������������

■問い合わせ先

　企画政策課政策係　

　������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
��
�
�
��
��

��������	
��

������ 3�
�����������

■日時

　３月２６日�～２８日�

　時間はいずれも���～���

■場所

　まなび広場にいみ２階パソコン教室

■内容

　デジタルカメラからパソコンへの写真

の取り込み、および画像の修正・加工

■対象

　文字入力およびマウス操作ができ、デジ

タルカメラに興味がある人

■参加費　������円

■定員　��名（多数の場合は抽選）

■申込方法

　講座名（パソコン講座３月・デジタルカ

メラの写真をパソコンで楽しもう）、郵

便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を

記入して、電話、ハガキまたはＦＡＸで

申し込んでください。

※まなび広場にいみ受付にも申込用紙を用

意していますのでご利用ください。

■申込期限　�月��日�

■申し込み・問い合わせ先

　〒��������　新見市新見���番地�

　生涯学習課生涯学習係

　������　 �����
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　　　　  《毎日》 ��：��・��：��・��：��　

��������	
���
���　 《毎日》 ��：��・��：��・��：��・��：��

��������	
��
��
����
��
��　《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
��
��������������　※�月��日まで放送　《毎日》 ��：��

��������	
��

������������　《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
��
�����《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
��
�����	�����《毎日》 ��：��・��：��・��：��・��：��

��������	
��
�������������	��《毎日》 ��：��・��：��・��：��

��������	
��
���������������《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
	������
�
	����������　《毎日》 �：��・��：��・��：��

���������	
��
����������������《毎日》 ��：��・��：��・��：��

��������	
��
����《毎日》 �：��・�：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。

■問い合わせ先　企画政策課広報係　������

��������	
��
��
��������	
�

������ 2  1 3�����
に い み

　県の『晴れの国おかやま 県民募集～����人移住プロジェ

クト～』に呼応し、「にいみ」にちなんで���人の市内移住

者確保を目標として掲げ、定住に関する支援策などをまと

めたパンフレットを作成・配布するなど、より一層取り組

みを強化していきます。

　くわしくは市ホームページをご覧ください。

http://www.city.niimi.okayama.jp/docs/2014021600

017/

��������	
�
～漆芸家を目指す人を探しています～
　地域外からの人材を受け入れ、復活した「備中漆」を活用し

た産業振興による活性化を図るため、「地域おこし協力隊員」

を募集します。

■募集人員　�名（年齢、性別は問いません）

■募集期間　�月�日から随時

■主な活動

・「備中漆」を活用した産業振興につながる活動

・ 地域資源の発掘および振興に関する活動

　くわしくは市ホームページをご覧ください。

http://www.city.niimi.okayama.jp/docs/2014021500010/

■問い合わせ先　企画政策課政策係　������
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私
の
所
属
し
て
い
る
「
し
あ
わ
せ

サ
ー
ク
ル
」
は
、
地
域
の
た
め
に
何

か
し
た
い
、
小
さ
な
こ
と
で
も
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
、
金
谷
に

住
む
女
性
た
ち
が
�
年
前
に
立
ち
上

げ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
、
現
在

�
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
活
発
に
さ
れ
て
い
る
地
域
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
市
の
中
心
部
で

あ
る
思
誠
学
区
は
、
範
囲
が
広
す
ぎ

て
活
動
が
で
き
に
く
い
地
域
だ
と
思

い
ま
す
。
私
の
住
ん
で
い
る
金
谷
地

区
も
同
様
で
、
地
域
の
人
が
集
ま
っ

て
行
事
を
す
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
若
者
や
子
ど
も
の
数
も

少
な
く
、
高
齢
化
が
進
む
一
方
で
す
。

　

「
し
あ
わ
せ
サ
ー
ク
ル
」
で
は
、
高

齢
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
や
地

域
の
た
め
に
な
る
こ
と
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
も
て
る
こ
と
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
廃
品
回
収
」は
�
ヶ
月
に
�
回
と
定

期
的
に
行
い
、「
と
ん
ど
祭
り
」
や

「
七
夕
祭
り
」は
金
谷
若
連
と
の
合
同

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
年
末
に
は
、

「
し
め
縄
づ
く
り
」
を
行
い
、
さ
ら
に
、

初
め
て
の
企
画
と
し
て
お
正
月
用
の

「
い
け
ば
な
教
室
」を
私
の
担
当
で
実

施
し
ま
し
た
。
花
材
の
一
部
は
、
地

域
の
人
の
協
力
を
得
て
、
南
天
の
実

や
梅
の
古
木
な
ど
を
準
備
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で　
��

人
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

華
道
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
こ
の
よ

う
な
形
で
地
域
に
貢
献
で
き
る
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
、
花

に
興
味
を
持
ち
、
花
を
楽
し
む
人
が

一
人
で
も
増
え
て
く
れ
れ
ば
最
高
で

す
。

　

高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
中
、
地
域

の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

た
め
の
手
助
け
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
必
要
で
あ
り
、「
地
域
の
力
で
地

域
を
活
性
化
し
て
い
く
」
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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� 赤  木  陽 子   さん �

あか ぎ よう こ

金谷
主婦

�
�
�
�
�
�
�
�

新
見
公
立
大
学 

看
護
学
部
１
年

  
坂  
本 　
 
真 
莉
   

さ
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通
���

 梅  野  安  子 さん�
うめ の やす こ

兵庫県淡路市

 （出身：神郷油野　旧姓：小早川）

田
畑
に
も
キ
ン

セ
ン
カ
や
菜
の
花
が
咲
き
始
め

ま
す
。
ま
た
、
近
く
に
は 
大  
黒  
天 
と
し
て

だ
い 

こ
く 

て
ん

有
名
な 
八  
浄  
寺 
が
あ
り
、
年
が
明
け
る
と

は
ち 
じ
ょ
う 

じ

毎
日
の
よ
う
に
七
福
神
め
ぐ
り
の
観
光
バ

ス
が
来
て
い
ま
す
。
岡
山
か
ら
の
バ
ス
を
見

か
け
る
と
、
い
つ
も
故
郷
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

新
見
に
里
帰
り
を
し
た
時
は
、
美
し
い
星
空
を

眺
め
、
美
味
し
い
空
気
を
吸
い
、
Ｊ
Ａ
あ
し
ん
広

場
で
の
特
産
品
の
買
い
物
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
、
淡
路
島
は
新
見
に
負
け
ず
劣
ら
ず

良
い
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
是
非
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
。

見
の
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

私
は
神
郷
中
学
校
を
卒
業
後
、
岡
山
に
出
て

進
学
・
就
職
を
し
ま
し
た
。
結
婚
後
も
ず
っ
と
岡

山
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
一
昨
年
、
夫
の
退
職

を
機
に
、
か
ね
て
か
ら
夫
の
希
望
の
地
で
あ
り
ま

し
た
淡
路
島
に
移
住
し
ま
し
た
。

　

県
外
に
出
た
事
が
な
か
っ
た
の
で
、
少
々
不
安

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
淡
路
島
は
海
も
山
も

楽
し
め
る
素
晴
ら
し
い
環
境
に
恵
ま
れ
、
移
住
先

の
人
た
ち
も
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
の
で
、

毎
日
楽
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
移
住
し
た
の
は
、
大
阪
湾
に
面
し
た

温
暖
な
所
で
、
チ
リ
メ
ン
漁
と
花
の
栽
培
が
盛
ん

で
す
。
�
月
に
な
る
と
ハ
ウ
ス
栽
培
の
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
や
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
甘
い
香
り
が
漂
い
、

�
�
�
�
�
�
�
�
さ
ん
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本市は英語教育に力を入れています。
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　いぶきの里スキー場で「第��回新見市長杯ス

キー大会・第��回新見市長杯スノーボード大会」

が開催されました。

　この日は、市内外の小学校から大人まで約��人

が大回転種目に参加しました。選手たちは�秒で

も早くゴールしようと、急斜面のコースも臆する

ことなく滑っていました。

��������	�
����
�

���������／�

　新見美術館で、�人の講師を招いて、ワーク

ショップ「ひな人形をつくろう」が開催されまし

た。この日は、市内の子どもから大人まで約��人

が参加し、 幸  喜  雛 と 招  福  雛 から気に入った方を選
こう き びな しょう ふく びな

んで作りました。参加者は、講師に指導しても

らったり、参加者同士で相談しながら、根気強く

細かい作業に取り組んでいました。

��������	

��������
�������

�／��

　久米南町の 中  島  明  洋 さんから新見市へ、 鏑  木  清 
なか しま あき ひろ かぶら き きよ

 方 や 伊  藤  小  坡 らの作品�点が寄贈されました。
かた い とう しょう は

　中島さんは、平成��年�月に 横  山  大  観 らの絵画
よこ やま たい かん

�点を寄贈され、今回もより多くの人に見てもら

いたいと寄贈を申し出てくださいました。いただ

いた作品は新見美術館に収蔵され、今後公開され

る予定です。

��������

�������
�����

�／��

　新見市民体育館で「スポーツフェスタ����」が

開催されました。

　これは、市民体育館のリニューアルを記念して

行われたもので、多くの親子連れがドッジビー大

会や子どもフットサル教室に参加しました。この

他にも、ニュースポーツを体験するコーナーや体

力テストコーナーなどがあり、参加者は体を動か

して寒さを吹き飛ばしました。

��������

��������
������
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　まなび広場にいみ大ホールで、新見公立短期大

学幼児教育学科の学生による「にいみこどもフェ

スタ����」が開催されました。

　学生による劇のほか、にいみ子育てカレッジ交

流ひろば「にこたん」を利用している子どもたち

も創作ダンスに出演しました。

　会場には多くの親子連れが訪れ、歌を歌ったり、

手遊びをするなど楽しい時間を過ごしました。

��������	


��������	
����������

�／��

　新見美術館の「宮沢賢治展」開催を記念し、新

見駅前交流センターで、宮沢賢治の子孫である 宮 
みや

 沢  和  樹 氏による「祖父・清六に聞いた兄・賢治」
ざわ かず き

と題しての講演会が開催されました。

　清六さんは賢治の実弟で、賢治作品の研究に貢

献されました。また、和樹さんは祖父 清六さんの

志を受け継ぎ、賢治の精神や作品の魅力を後世に

伝えています。

��������	

������
みや ざわ

�����������
けん じ

�����
�／��

　県道新見川上線正田トンネルの竣工を記念し

て、正田トンネル哲多側坑口から正田側坑口まで

「ウォーキング大会」が開催されました。

　この日は、関係地元小学校（正田・本郷・萬

歳・新砥）の児童や関係者など約���人が参加し、

完成したばかりの真っ白なトンネルを元気いっぱ

い行進しました。

　正田トンネルを含むバイパスは、交通難所を解消し、

災害時における人命救助活動や応急対策活動に必要な

物資などを円滑に輸送するルートを確保するため整備

されました。

　この日、工事が完成したことから供用が開始されまし

た。また、これに先立ち、哲多側坑口付近で開通式が行

われました。
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女
性
の
体
に
は
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
こ
と
の
で
き
る
す
ば
ら
し
い
働

き
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
女
性
の

体
に
欠
か
せ
な
い
女
性
ホ
ル
モ
ン
の

代
表
と
し
て
、
卵
巣
か
ら
分
泌
さ
れ
る

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
（
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
）
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
、

妊
娠
や
出
産
、
女
性
ら
し
い
体
を
つ
く

る
と
い
っ
た
働
き
の
ほ
か
に
、
骨
密
度

を
維
持
す
る
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下

げ
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
働
き
を
持
っ

て
い
ま
す
。
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こ
の
時
期
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
少

し
ず
つ
分
泌
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大

人
の
女
性
の
体
に
近
づ
い
て
い
き
ま

す
。
体
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
に
も
大

き
く
成
長
す
る
た
め
、
心
と
体
の
成
長

の
速
さ
が
違
う
こ
と
が
多
く
、
心
身
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
や
す
い
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。

�
�
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体
つ
き
が
女
性
ら
し
く
な
る
だ
け

で
な
く
、
結
婚
や
妊
娠
、
出
産
、
育
児

や
仕
事
な
ど
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
け
る
充
実
し
た
時
期
で
す
。

　

成
熟
期
の
前
半
の
体
は
、
妊
娠
や
出

産
に
最
も
適
し
た
状
態
で
、
医
学
的
に

妊
娠
適
齢
期
は　

歳
く
ら
い
ま
で
と

��

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

代
か
ら　

代
の
女
性
は
子
宮
頸

��

��

が
ん
に
な
る
人
が
、
ま
た
、　

代
後
半

��

か
ら
は
乳
が
ん
に
な
る
人
が
増
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、　

歳
を
過
ぎ
た
ら
子

��

宮
頸
が
ん
検
診
、　

歳
を
過
ぎ
た
ら
乳

��

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

成
熟
期
の
後
半
は
、
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
で
慌
た
だ
し
く
も
あ
り
ま
す

が
、
充
実
し
た
時
期
で
す
。
し
か
し
、

卵
巣
の
働
き
は
少
し
ず
つ
衰
え
、
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
は
減
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
肥
満
や
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
に
な
り
や
す
い
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
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��

　

閉
経
を
む
か
え
る
前
後
の
�
年
間

を
更
年
期
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
時
期
は

個
人
差
が
大
き
く
、　

代
後
半
か
ら
始

��

ま
る
人
や　

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
始
ま

��

る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
の
分
泌
が
減
り
、
や
が
て
分
泌
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
の
ぼ

せ
や
ほ
て
り
、
発
汗
、
イ
ラ
イ
ラ
、
う

つ
症
状
と
い
っ
た
症
状
（
更
年
期
障

害
）
を
引
き
起
こ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
、
骨
粗
鬆
症
や
高
血
圧
、

肥
満
、
が
ん
な
ど
の
病
気
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
な
ど
の
女
性
ホ
ル

モ
ン
は
、
体
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
働
き

を
し
て
お
り
、
分
泌
量
の
変
動
に
よ
っ

て
体
や
心
に
変
化
が
起
こ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
年
齢
に
よ
っ
て
注
意
し
た
い

体
の
症
状
や
か
か
り
や
す
い
病
気
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
年
に
�
回
は
必
ず

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
将
来
子
ど
も
が
ほ
し
い
と
思

う
人
は
、
妊
娠
や
出
産
に
適
し
た
時
期

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
う
え

で
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
（
今
後
ど
ん
な
生

活
を
送
り
た
い
か
、
ど
う
生
き
て
い
き

た
い
か
）
を
立
て
、
よ
り
充
実
し
た
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
親
子
保
健
係

　

�
�
�
�
�
�
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���������������������� 高尾高西町・介護老人保健施設

「くろかみ」内

■問い合わせ先　市民課地域医療係　������

����������������������
���������������������� ��������	

����������	


新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日　診療時間：��：��～��：��
休 診 日：毎週土曜日、 日曜日 、 祝日 
診療科目：内科、小児科

����

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
受付時間：����������　

��

��

��
����
����

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんな
どの症状について、当番の小児科医また
は看護師などが電話で相談に応じるとと
もに、受診などについて適切なアドバイス
を行います。

■電話番号　����� または�������������
　　　　　　（＃����については、携帯電話およびプッ 
                     シュ回線固定電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～��：��  

�土曜日、日曜日、祝日および��月��日 ～
　　　　　　　翌年�月�日： ��：��～��：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子
　　　　　　どもおよびその保護者

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������

庄原市　こぶしの里病院 �����������

真庭市　近藤病院（内･外） ����������

真庭市　杉江医院（内･外） ����������

�月�日（日）

新見市　太田病院 ������

庄原市　東城病院 �����������

真庭市　勝山病院（内･外） ����������

真庭市　新庄村診療所（内） ����������

�月��日（日）

新見市　渡辺病院 ������

庄原市　瀬尾医院 �����������

真庭市　湯原温泉病院（内･外） ����������

真庭市　本山医院（内） ����������

�月��日（金）

新見市　新見中央病院 ������

庄原市　こぶしの里病院 �����������

真庭市　金田病院（内・外） ����������

真庭市　谷田医院（外） ����������

�月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院 ������

庄原市　三上クリニック �����������

真庭市　勝山病院（内･外） ����������

真庭市　高田医院（外） ����������

�月��日（日）

新見市　太田病院 ������

庄原市　東城病院 �����������

真庭市　落合病院（内） ����������

真庭市　金田病院（外） ����������

真庭市　松坂医院（内） ����������

����������������������
����������������������

��������	
��

��������	
����
���
�

��������	
��

���������	


���������

平成��年��・��月生��：��～��：��水�月��日

���������	
�

���������

平成��年�月生��：��～��：��木�月��日

���������	


���������

平成��年�月生��：��～��：��火�月��日

��������

���������

平成��年�月生��：��～��：��火�月��日

※会場は、保健福祉センター（金谷）です。
※各乳幼児健診については、対象者の保護者あてに
別途ご案内します。

���������	


���������

平成��年�月生��：��～��：��水�月�日

■問い合わせ先
　健康づくり課親子保健係　������

���

����������

��：��～��：��備中県民局新見地域事務所月�月��日

※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の
　経験がある人に限られます。
※本人確認ができる物を持参してください。
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厚
生
労
働
省
で
は
、
労
働
基

準
監
督
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

�
昭
和　

年
�
月
�
日
〜
平
成

��

　

�
年
�
月
�
日
生
ま
れ
の
人

�
平
成
�
年
�
月
�
日
以
降
生

　

ま
れ
で
次
に
掲
げ
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び

　

平
成　

年
�
月
ま
で
に
大
学

��

　

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と

　

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

　

る
人

■
採
用
予
定
数

�
労
働
基
準
監
督
Ａ
（
法
文
系
）

　

約
�
�
�
名

�
労
働
基
準
監
督
Ｂ
（
理
工
系
）

　

約　

名
��

※
採
用
予
定
数
は
変
動
す
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
人
事

　

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

　

て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
の
程
度

　

大
学
卒
業
程
度

■
受
験
申
込
方
法

　

原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

専
用
ア
ド
レ
ス

　
h
ttp
://w

w
w
.jin
ji

‐sh
ik

e
n
.g
o
.jp
/ju
k
e
n
.h
tm
l

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

　

み
が
で
き
な
い
場
合
は
、
電

　

話
で
、
第
�
次
試
験
地
を
所

　

管
す
る
労
働
局
に
連
絡
し
て

　

く
だ
さ
い
。

■
受
験
受
付
期
間

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

　

�
月
�
日
�
〜　

日
� 

��

（　

日
ま
で
に
受
信
完
了
し
た

��

　

も
の
に
限
る
）

■
第
１
次
試
験

�
試
験
日　

�
月
�
日
�

�
試
験
種
目

　

基
礎
能
力
試
験
（
多
肢
選
択

　

式 
） 、
専
門
試
験
（
多
肢
選

　

択
式
、
記
述
式
）

�
合
格
者
発
表
日

　

�
月
�
日
�

■
受
験
案
内
請
求
・
問
い
合
わ

　

せ
先

　

岡
山
労
働
局
総
務
課
人
事
係

　
 　
 �
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

　

申
込
用
受
験
案
内
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o
.jp

/sa
iy
o
/sh
ik
e
n
2
3
.p
d
f

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

�
昭
和　

年
�
月
�
日
〜
平
成

��

　

�
年
�
月
�
日
生
ま
れ
の
人

�
平
成
�
年
�
月
�
日
以
降
生

　

ま
れ
で
次
に
掲
げ
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び

　

平
成　

年
�
月
ま
で
に
大
学

��

　

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と

　

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

　

る
人

■
採
用
予
定
数

　

採
用
予
定
数
は
変
動
す
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
人
事

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

　

て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
の
程
度

　

大
学
卒
業
程
度

■
受
験
申
込
方
法

　

原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

専
用
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji

‐sh
ik

e
n
.g
o
.jp
/ju
k
e
n
.h
tm
l

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

　

み
が
で
き
な
い
場
合
は
、
受

　

験
申
込
書
を
第
�
次
試
験
地

　

を
所
管
す
る
国
税
局
に
郵
送

　

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
験
受
付
期
間

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

　

�
月
�
日
�
〜　

日
�  

��

（　

日
ま
で
に
受
信
完
了
し
た

��

　

も
の
に
限
る
）

�
郵
送
ま
た
は
持
参
の
場
合　

　

�
月
�
日
�
〜
�
日
�

 
（
�
日
ま
で
の
通
信
日
付
印

　

有
効
）

■
第
１
次
試
験

�
試
験
日　

�
月
�
日
�

�
試
験
地

　

広
島
国
税
局
管
内
で
は
、
松

　

江
市
、
岡
山
市
、
広
島
市

�
試
験
種
目

　

基
礎
能
力
試
験
（
多
肢
選
択

　

式
） 、
専
門
試
験
（
多
肢
選

　

択
式
、
記
述
式
）

�
合
格
者
発
表
日

　

�
月
�
日
�

■
受
験
案
内
請
求
・
問
い
合
わ

　

せ
先

　

新
見
税
務
署
総
務
課

 
（
新
見
市
新
見
�
�
�
番
地
�
）

　

�
�
�
�
�
�

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

　

毎
月
、
各
種
の
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
専
門
の
相
談

員
が
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の

相
談
に
応
じ
、
場
合
に
よ
っ
て

は
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
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■
相
談
内
容

　

借
金
の
問
題
、
相
続
・
遺
言
、

　

成
年
後
見
、
登
記

※
同
じ
内
容
に
関
す
る
相
談
は
、

　

�
回
ま
で
と
し
ま
す
。

司
法
書
士
に
よ
る
法
律
相
談

は
、
民
事
に
関
す
る
も
の
で

紛
争
の
目
的
が
�
�
�
万
円

を
超
え
な
い
も
の
に
限
ら
れ

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

担
当
司
法
書
士　
 
田  
淵  
元  
之 

た 

ぶ
ち 
も
と 

し

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

所
で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健

師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
開

催
し
ま
す
。　

■
日
時
（
�
月
分
）

�
精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健

　

康
相
談

　

�
月
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

�
思
春
期
心
の
健
康
相
談

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　
 （
岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
日
時
・
会

場
・
問
い
合
わ
せ
先
は
、　

〜
��

　

ペ
ー
ジ
の
行
事
予
定
を
ご
覧

��く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
総
務
係

�
�
�
�
�
�

　

岡
山
弁
護
士
会
が
運
営
す
る

新
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

弁
護
士
が
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
料

　
　

分
以
内
� ,
�
�
�
円

��

　
 （
無
料
の
場
合
あ
り
）

※
市
内
在
住
の
人
に
初
回
無
料

　

券
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

　

を
交
付
し
ま
す
。
予
約
後
に

　

総
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
先

　

岡
山
弁
護
士
会

　
 
�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

※
受
付
時
間
は
�
時
〜　

時   

��

      （
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

　

を
除
く
）

■
相
談
日
時

　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
・
年
末

　

年
始
を
除
く
）　

時　

分
〜

��

��

　
　

時　

分
で
予
約
時
に
指
定

��

��

　

さ
れ
た
時
間

■
場
所

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

　

�
�
�
�
�
�

　

県
内
の
司
法
書
士
が
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
電
話
相
談
に
無
料

で
応
じ
ま
す
。

■
受
付
時
間

　

�
時
〜　

時
（
年
中
無
休
）

��

■
電
話
番
号

　
 
�
�
�
�－

�
�
�
�－

�
�
�
�

※
当
番
司
法
書
士
の
個
人
携
帯

　

電
話
も
し
く
は
事
務
所
へ
転

　

送
さ
れ
ま
す
。
相
談
前
に
、

　

当
番
司
法
書
士
へ
の
相
談
で

　

あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

INFORMATION

　

地
域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も

　

し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電

　

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

�
�
�
�
�
�

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
青
年

海
外
協
力
隊
と
シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
ま

す
。 「
体
験
談
＆
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。 （
無
料
、
予

約
不
要
、
入
退
室
自
由
）

■
日
時

� 
青
年
海
外
協
力
隊

　

�
月
�
日
�

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

�
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

�
月
�
日
�

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時　

分

��

��

��

■
場
所

　

岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

　
 （
岡
山
市
北
区
奉
還
町
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

　

構
中
国
国
際
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ

　

Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
）

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.jica
.g
o
.jp
/

v
o
lu
n
te
e
r/a
p
p
lica
tio
n
/

　

積
雪
に
よ
る
倒
木
な
ど
が
原

因
と
な
り
切
れ
た
電
線
や
垂
れ

下
が
っ
た
電
線
は
、
感
電
の
恐

れ
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

　

絶
対
に
、
近
づ
い
た
り
、
触

れ
た
り
せ
ず
に
、
す
ぐ
に
中
国

電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
電
力
株
式
会
社
岡
山
カ

　

ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

　

�
�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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��月�日�　��：��～　子ども映画会（哲西）

　　　��日�　��：��～　わらべうたを歌おう（新見）

　　　　　　　��：��～　こどもお楽しみ会（新見）

　　　��日�　��：��～　歴史講座（新見）

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

�
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�
�

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

休館日�■■�����
新見市新見��� 番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部����番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��　土・日・祝…�：��～��：��）

休館日�■■��������	
��

�

新見市神郷下神代����番地 （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田����番地 （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷���番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� 番地� （������  ���������）
������������	
��		�	
���������	
������������	
�

�
月
の
休
館
日

��������	
��

�
������

　寒村に拉致された盲目の中学
生・信也たちに「貴族と奴隷」と
いう、驚愕の実験が命じられた。
武装する大人たちに反発しつつ、
過酷な生活が幕を開ける。信也
はハンデを乗り越えて、仲間を
救えるのか？『リアル鬼ごっこ』に
続き、王様から子供たちに下さ
れる「絶対命令」の結末は？

『日本人へ　危機からの脱出篇』
 塩  野 　 七  生 ／著　文芸春秋　2013年
しお の なな お

　やさしいけど、ちょっとへたれ
な書店員・光にはもうひとつの顔
があった。夜になると「デビル・
クロース」略して「デビクロ」な
る謎のキャラに変身して、 「デビク
ロ通信」という手製ビラを、ポス
トなどに無差別に撒いていた。そ
んな光にある日、運命的な出来
事が訪れる。この冬読みたい新
感覚ラブストーリー。

『庭師の娘』
ジークリート・ラウベ／作　岩波書店　2013年

『デビクロくんの恋と魔法』
 中  村 　 航 ／著　小学館　2013年
なか むら こう

　すべての叡智は、歴史に通じ
る！3.11大震災、ユーロ危機、指
導者の目まぐるしい交代…緊張
が解けない現代社会を冷静に
見つめ、対峙するための武器と
は？古代ローマから中世ルネサ
ンスを知り尽くす著者ならでは
の歴史に学ぶ珠玉のヒント。『リ
ーダー篇』『国家と歴史篇』に
つづく、人気シリーズ第三弾！

『貴族と奴隷』
 山  田 　 悠  介 ／著　文芸社　2013年
やま だ ゆう すけ

　本当の望みは、庭師になること。
メスメル博士のお屋敷に、庭師の父
親と住むマリーは、修道院で勉強中。
だけど考えているのは植物のことばか
り。女の子が夢をかなえるのは難し
かった時代、マリーは迷いながらも、
すすんでいく。夢を追いかける少女
を描く歴史フィクション。

■臨時休館のお知らせ
・学術　入試のため、�月��日�、��日�は休館します。

■古本リサイクルのお知らせ
・哲西　�月��日�～��日�

�
���

土金木水火月日

�

�������

�������������

��������������

��������������

�������� �
��
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い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�月曜日

�����

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※中学生以下は入館無料

�����
新見市西方���番地（������）
開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）

会
期
▼
3
月
4
日
�
〜
�
月
�
日
�

�
�
�
�
�
�
��
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

〈企画展〉

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円
　（　）内は��人以上の団体料金

★市内小中学生は、「こころふれあいパスポート」
　提示で観覧無料

て
い
る
。
冷
涼
な
風
が
吹
き
わ
た
り
、
透
明
感

を
増
し
た
故
郷
の
青
い
空
を
漂
う
、
懐
か
し
い

人
々
の
魂
。
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
の
方
々

の
魂
も
ま
た
…
。
時
に
は
あ
ら
ゆ
る
生
命
を
呑

み
込
み
な
が
ら
、
大
い
な
る
自
然
は
ま
た
生
命

を
産
み
出
し
そ
の
懐
に
抱
い
て
い
く
。

　

作
品
「
海
〜
い
の
ち
の
鐘
が
な
る
」
は
生
命

の
愛
お
し
さ
と
生
死
を
超
え
た
魂
の
交
感
を
表

現
し
た
も
の
で
す
。

　

海
の
心
象
風
景
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
が
全
面

に
展
開
さ
れ
る
細
か
な
図
柄
を
、
�
年
か
け
て

綴
織
り
で
丹
念
に
織
り
込
ん
だ
作
品
。
羊
原
毛

の
草
木
染
・
手
紡
ぎ
・
手
織
作
品　

点
を
展
示
。

10

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
「
も
う
す
ぐ
夏
至
の
朝
日
が
昇
る
。
太
陽
は

ち
ょ
う
ど
つ
り
が
ね
洞
の
洞
穴
の
穴
の
中
に
昇

っ
て
く
る
。
そ
れ
は
ま
る
で　

光
の
つ
り
鐘
だ
。

金
色
の
鐘
が
鳴
る
。
再
会
の
鐘
の
音
だ
。
光
の

鐘
が
鳴
る
た
び
に
誕
生
し
そ
し
て
旅
立
つ
。
」

　

前
作
「
海
・
い
の
ち
の
ゆ
り
か
ご
」
に
続
く
、

故
郷
の
海
に
ま
つ
わ
る
作
品
。

　

つ
り
が
ね
洞
は
北
部
三
陸
海
岸
に
あ
る
。
こ

の
大
岩
の
洞
穴
に
は
、
昔
天
井
か
ら
釣
鐘
型
の

岩
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
て
、
夫
婦
で
あ
の
世
に

行
く
時
に
は
、
こ
の
地
で
落
ち
合
い
、
こ
の
鐘

を
つ
い
て
か
ら
極
楽
浄
土
に
入
る
と
い
わ
れ
て

い
た
。
岩
の
鐘
は
、
明
治
の
三
陸
大
津
波
で
破

壊
さ
れ
今
は
な
い
。
ま
わ
り
を
岩
ツ
バ
メ
が
飛

び
交
い
、
岩
肌
に
ス
カ
シ
ユ
リ
が
可
憐
に
咲
い

「海～いのちの鐘がなる」　���×����

�
��

��

会
期
▼
�
月　

日
�
ま
で　

会
期
中
無
休

��

��

�
���
���
���
��
�
�
�
�
�
�
���
�
�
�
�
�
�
�
��

み
や 

ざ
わ 

け
ん 

じ

な
視
覚
的
、
聴
覚
的
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与

え
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、
賢
治
が
記
し
た
「
雨

ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
や
水
彩
画
を
は
じ
め
、
賢

治
作
品
に
触
発
さ
れ
た
後
世
の
作
家
た
ち
が
描

き
あ
げ
た
さ
ま
ざ
ま
な
絵
本
や
挿
絵
の
原
画
な

ど
約
�
�
�
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』『
風
の
又
三
郎
』『
注
文
の

多
い
料
理
店
』
な
ど
、
数
多
く
の
童
話
や
、「
雨

ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
な
ど
の
詩
作
で
広
く
親
し
ま
れ

て
い
る
宮
沢
賢
治
（
�
�
�
�
〜
�
�
�
�
）。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
が
進
む
今
、
再
び

賢
治
の
作
品
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

彼
が
生
ま
れ
た
年
に
発
生
し
た
明
治
三
陸
地

震
、
お
よ
び
亡
く
な
る
約
�
か
月
前
に
発
生
し

た
昭
和
三
陸
沖
地
震
と
い
う
二
度
の
大
き
な
震

災
に
よ
り
、
岩
手
県
に
生
ま
れ
た
賢
治
に
と
っ

て
そ
の
生
涯
は
、
天
災
と
凶
作
に
悩
ま
さ
れ
た

も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
苦
し
い
世
相
の
中
で
、

賢
治
の
心
に
は
、
岩
手
県
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と

い
わ
れ
る
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
、
架
空
の
理
想
郷

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
ー
ハ
ト
ー

ブ
を
目
指
す
独
自
の
世
界
観
で
綴
ら
れ
た
詩
や

物
語
は
、
世
界
中
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
今
日

に
至
る
ま
で
多
く
の
芸
術
家
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま

「オツベルと象」スズキコージ　１９９３年　くもん出版

�����
・日時　�月�日、��日、�月�日

　　　　（毎回土曜日）

　　　　時間は��：��～、��：��～

・場所　新見美術館

・講師　新見子ども読書会、新見読書

　　　　ボランティアの会

・対象　小学生

・参加費　入館料のみ

・定員　��名程度

・申込方法　電話で申し込んでください。

※各回内容が異なりますので、お申し
　込みの際はホームページなどで開催
　日時と内容をご確認ください。

参加者募集
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�
��
��
�
���から

���まで

���
新見福祉フォーラム
���：��～��：��
�まなび広場にいみ小ホール
�福祉課障害者福祉係
　（�����）

����

�
まんさく運動公園記念植樹祭
（高梁川流域連盟��周年記念植樹）
���：��～
�まんさく運動公園
�生涯学習課（�����）

里親制度出前講座
���：��～��：��
�総合福祉センター�階大会議室
�こども課こども福祉係（�����）

男女共同参画ステ ップア ップ講座
「エコ生活で人も地球も
　　　　　 すこやかに」
���：��～��：��
�まなび広場にいみ学習室
�企画政策課広報係（�����）

�
一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����)

所得税確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�神郷生涯学習センター
　しゃくなげホール
�税務課市民税係（�����）

�
行政・登記・法律相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

所得税確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�旧油野小学校
�神郷生涯学習センター
　しゃくなげホール
�税務課市民税係（�����）

地域子育て支援講演会
���：��～��：��
�総合福祉センター�階大会議室
�社会福祉協議会本所
　（�����）
　こども課子育て支援係
　（�����）

��
市民学習講座
「和の礼儀作法講座」
���：��～��：��
�まなび広場にいみ�階学習室
�生涯学習課生涯学習係　　
　（�����）

��
文教福祉常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

所得税確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�豊永公民館
�税務課市民税係（�����）

��
予算決算常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

所得税確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�上市公民館
�税務課市民税係（�����）

�����

春分の日

��

����
第��回都道府県対抗
全日本中学生男子
ソフトボール大会
（��日まで、��日予備日）
��：��～
�憩いとふれあいの公園
�生涯学習課スポーツ振興係　
　 （�����）

��
第��回都道府県対抗
全日本中学生男子
ソフトボール大会
（開会式）
���：��～
�憩いとふれあいの公園
�生涯学習課スポーツ振興係　
　 （�����）

���
消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課（�����）

消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）

にいみ雛まつり
 (�日まで）
��：��～��：��
�新見中央商店街ほか
�商工観光課（�����）

春季全国火災予防運動
（�日まで）
�消防本部予防課
　（�����）

一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����)

交通事故相談
���:��～��:��
�総合福祉センター
　�階図書室
�生活環境課生活交通
　係（�����）
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���
代表質問・一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����)

所得税確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�哲多支局
�税務課市民税係（�����）

�
所得税確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�哲多支局
�税務課市民税係（�����）

�
所得税確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�熊谷公民館
�税務課市民税係（�����）

�
スタインウェイ
市民ピアノコンサート
���：��～
�まなび広場にいみ大ホール
�生涯学習課文化振興係
　（�����）

������
人権・行政・登記・法律相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�哲多支局（�����）

所得税確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�草間公民館（別館）
�税務課市民税係（�����）

��
予算決算常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

所得税確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�夢ひろば萬歳
�税務課市民税係（�����）

��
所得税確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�菅生公民館
�井倉公民館
�税務課市民税係（�����）

�

����
平成��年�月議会定例会
（閉会日）
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

��
委員会（予備日）
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

��
総務産建常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

所得税確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�山村開発センター
�税務課市民税係（�����）

��
所得税確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�山村開発センター
�税務課市民税係（�����）

国際交流ふれあいデイ
��：��～
�憩いとふれあいの公園多目的広場
�総務課総務係（�����）

������������

����
心配ごと相談
���:��～��:��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

�������

� ��� ���� ���� ����

人権相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

岡山県統一
ノーレジ袋デー
�参加各店舗（市内��店舗）
�生活環境課環境保全係
　（�����）

一般質問（予備日）
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

予算決算常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

人権・行政・家庭児
童・母父子相談
登記相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係
　（�����）

心配ごと相談
法律相談（要予約）
���:��～��:��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

献血
���：��～��：��
�備中県民局
　新見地域事務所
�健康づくり課
　健康支援係
　（�����）



まちのすがた�まちのすがた�まちのすがた�まちのすがた�まちのすがた� 市税・保険料�市税・保険料�市税・保険料�市税・保険料�市税・保険料�まちのすがた� 市税・保険料�まちのすがた� 市税・保険料�まちのすがた� 市税・保険料�

�������������
March 2014 ��

�������������� ���
������ �� ��

����������
�������������� ���
������ �� �

��������	�
��
�������������� ���
��� �� �� ��

��������	�
��
�������������� ���
������ ��� �

����������

�������������� ���
������ ��� �

����������
�������������� ���
�� ��� �� �

����������
�������������� ���
��� �� �� ��

����������
���������
�� ��

���� ���

� � �

��������	
���

�������������� ���
�� ��� �� �

����������

�������������� ���
��� �� ��� �

���������

������������ ���
�� ��� �

��������	

��
�������������� ���
������ �����

��������	
��

����������������� ���
�� �� �� ��� �

����������
�������������� ���
�� �� ��� �

��������	
����

�������������� ���
������ ��� �

��������	
���

�������������� ���
������ �� �

����������

ハッピー�
バースデー�

今月、満�歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
   〒���－���� 岡山県新見市新見���番地�
　新見市総務部企画政策課　����������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年�月 号   平成��年�月�日 N o.���

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　������人（－��人）

　　男　　������人（－��人）

　　女　　������人（－��人）

　出生…��人　 転入…��人

　死亡…��人　 転出…��人

　世帯数　������世帯（－�世帯）

　（平成��年�月末日現在）

�������

�月��日納期限の市民税・保険
料などはありません。

��
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